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あとがき

６ 杜 の 風

ようやくコロナ禍が終わり、世の中では旅行やイベントで賑わうようになりました。早速、隣県
のマラソン大会に参加し、元公務員ランナーで有名な方と記念撮影してもらうことができまし
た。健康づくりのために今年からまた練習します。（編集部Ｙ）



（　）２ 杜 の 風 （　）５杜 の 風

　令和５年１月２１日に市民向け医療講演会が３年ぶりに開催され、約２８０名の市民の皆

様が参加されました。今回の講師は秋田大学医学部附属病院消化器内科飯島克則教授にお

越しいただき、「秋田県に多い胃がんと大腸がん」と題してご講演いただきました。

　がんの進行や検診の重要性、ピロリ菌との関係性、

食生活の見直しなど幅広い内容について大変分かりやす

く解説して頂きました。２時間を超える講演でしたが、

参加された市民の皆様は真剣に聞き入っていらっしゃっ

て健康意識の高まりが伺えました。参加後のアンケート

にも「検診に行こうと思いました」「別のがんについて

も学びたい」「今度はリウマチや認知症、糖尿病に関す

る講話を聴きたい」など前向きなご意見がたくさん寄

せられていました。市役所との協議を通して、今後採用

可能なテーマがあれば検討していきたいと思います。

　北秋田市民病院　循環器内科の佐藤誠です。

　もはや直近が第何波だったかわからなくなるくらい長い期間にわたり断続的なCOVID-19の

大流行を我々は経験しました。罹患・疑似症・濃厚接触とスタッフの休職が相次ぎ、院外からの

診療応援がストップし、受診相談の電話は鳴りやまず、といった状況は、ある程度の不測の事態

に対応できるよう救急指定病院として備えていた我々の予測をはるかに超えておりました。幸い

当地域ではクリニック・市立診療所で感染症の診療対応を、高齢者施設や障がい者施設・精神科

病院でも施設療養を対応いただけたこともあり、また保健所行政・在宅ケア支援事業所・消防な

どなど多くの皆さまによる地域一体の非常時対応のおかげで、ギリギリの救急医療体制をなん

とか破綻させずに維持できた、と感じております。

　また、感染拡大を抑えるための個人防護やワクチン接種、行動制限だけでなく、市販キットを

用いた検査、受診前の事前電話連絡、場合によっては翌日日中の発熱外来受診まで待機いただ

くなど、地域住民のすべての皆さまのご協力があってこその流行収束でした。

　

　2024年から介護施設においてもBCP(事業継続計画)の策定が義務付けられました。小規模

の事業所であっても、自然災害や感染症流行など不測の事態において事業・利用者・そしてスタ

ッフを守れるよう対策が求められています。加えて当地域では、超高齢化と人口減という日本

最先端の課題もあり、BCP策定にあたって

無視できない要素になります。せっかくで

すからコロナ禍を共助でのりきった今回の

経験を生かし、事業所同士個別ではなく法

人横断的で地域をまたぐBCPを皆さんと

一緒に考えていきたい。希望が膨らむコロ

ナ明けの春でありました。

　終わりに、この4月から当院副院長を拝

命いたしました。神谷院長とともに当院と

この地域の医療サービスを守っていけるよ

う注力してまいりますので、引き続き皆さま

の温かいご指導・ご協力をお願いいたしま

す。

北秋田市民病院　循環器内科　佐　藤　　　誠

「ご挨拶」 北秋田市医療講演会
「秋田県に多い胃がんと大腸がん」
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内　　科　村上　力也 医師（秋田赤十字病院へ）
　　　　　堀井　　駿 医師（秋田大学医学部附属病院へ）
　
整形外科　塚本　泰朗 医師（能代厚生医療センターへ）

新任医師のご紹介

退職された
医師

この度赴任してまいりました石垣佑樹です。整形外科医として勤務させ

て頂いております。皆様の健康で元気に過ごせる時間を伸ばせるように

頑張りますのでよろしくお願いいたします。

整形外科　石　垣　佑　樹

内科医として赴任して参りました山崎晃汰と申します。出身は能代市で

す。得意な領域は消化器内科ですが、総合内科として様々な領域に関

わっていけたらと思っております。不慣れなことも多いと存じますが、

ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。

内科　山　崎　晃　汰

このたび赴任いたしました山田と申します。秋田赤十字病院、市立角館

総合病院を経て本年度より北秋田市民病院での勤務となりました。地域

住民の皆様のため日々診療に当たってまいります。何卒宜しくお願い致

します。

内科　山　田　宗　玄
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　がんの診断から治療、その後の療養生活、疑問や不安を感じたとき、

ちょっと愚痴を聞いてほしいときなど患者さんやご家族のほか、地域

の方々はどなたでも無料でご利用いただけます。また、ご相談いただいた内容が同意なしで

他者に知られることはありません。

　がん看護専門看護師、緩和ケア認定看護師が対応しています。お気軽に寄ってみてください。

　コロナ禍で中止していましたが、6 月から再開いたします。

　サロンは月に一度、患者さんやご家族が、病気の症状やつらい気持ちを話し合ったり、聞い

たりしながらホッと一息できる、気軽に立ち寄れる場所を提供していきたいと思います。１５分

程度の学習会（例えば、がん治療中の食事ついて）とおしゃべりなどを予定としています。

サロン開催日：毎月第４火曜日午前１１時～午後１２時３０分　

　院内にハローワークの就職支援ナビゲーターを派遣出来るようになり、

就労相談が可能になりました。治療しながら仕事をしたい方、辞め

ようか悩んでいる方、再就職希望の方等是非ご相談ください。

出張相談日
毎月第３水曜日午後２時～午後４時（予約制）

※対象

　がん、肝臓疾患、腎疾患、心臓疾患等長期に治療が必要な方等

がんサロン「あじさい」　

長期療養就業支援

「がん相談支援センター」　

お問い合わせ先：北秋田市民病院 がん相談支援センターへ　TEL 78-２１１７（直通）
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